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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　バッキングとその表面から突出している複数の雄ファスニング要素とを含み、その長さ
に沿って２つの長手方向端部を有しかつ幅と厚みを有する雄ファスニング手段の細長いス
トリップであって、前記ストリップがこのストリップの長手方向に垂直である交差方向に
わたってバッキングの無傷のブリッジを残しバッキングを一体化するように、ストリップ
の一部に沿ってストリップの厚み全体に切り裂かれた複数の切込みを有し、この切込みが
存在してもストリップの原型を保つと共にこの切込みがストリップの可撓性を高める雄フ
ァスニング手段の細長いストリップ。
【請求項２】
　前記切込み（３，３’）の少なくともいくつかが、前記ストリップの長手方向端部ライ
ンの一方まで延びている、請求項１に記載のストリップ。
【請求項３】
　前記切込み（３，３’）の少なくともいくつかが、それらが前記ストリップの両方の長
手方向端部ラインにまで延びていないように配置されている、請求項１記載のストリップ
。
【請求項４】
　前記切込みの少なくともいくつかが切取り部（３’）である、請求項１記載のストリッ
プ。
【請求項５】
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　第１の端部と第２の端部とを有する支持層と、請求項１～４のいずれか１項に記載のス
トリップから切断された少なくとも１つのパッチとを含むファスニングテープタブであっ
て、前記パッチが前記支持層の前記第２の端部の領域に配置されているファスニングテー
プタブ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、雄ファスニング手段のストリップ、特に、高可撓性を有するフックストリッ
プ、およびファスニングラミネート、特に、ファスニングテープタブに用いられる、そこ
から切断されたパッチに関する。かかるファスニングテープタブは、メカニカル封止コン
ポーネントとしておむつや女性用衛生物品に特に用いられる。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、使い捨ておむつに用いられる公知のファスニングテープタブは、通常、おむつ
の接合部を併せて固定するために、ファスニング手段のパッチをその主面の１つに有する
支持層を含む。ファスニング手段の該タブは、例えば、通常、ファスニングテープタブの
全幅にわたって延在するフックパッチを含む。従って、フックパッチの全幅および長さが
、ファスニングテープタブの曲げ性能に加わる。フックパッチは、比較的剛性の材料で構
成されているため、ファスニングテープタブが着用者の動きに合うほど十分に可撓性では
なく、着用者の着心地を低下させるという問題を引き起こす恐れがある。近頃一般的な伸
縮性のあるファスニングテープタブ、特に、プルアップおむつやトレーニングパンツのよ
うないわゆる羽つき（ｂｉｇ－ｅａｒ）用途の場合に、ファスニングテープタブの幅が大
きいと、これはより重大である。
【０００３】
　米国特許第６，１４６，３６９Ａ号明細書には、伸張性フェースストックと通常の非伸
張性メカニカルファスナのラミネートを含む使い捨ておむつのための伸張性タブファスナ
が記載されている。非伸張性メカニカルファスナは、その少なくとも非伸張性部分に、所
望の伸張性の方向に間隔のあいた位置で単数または複数の非伸張性部分の厚さを通じて延
在する複数の別個の界面または分割面を提供することにより、伸張性が付与される。
【０００４】
　欧州特許出願公開第０　７７５　６６５Ａ号明細書には、下着の前後領域を係合解除可
能に接合するためのテープファスナを有する使い捨て下着が記載されている。テープファ
スナは、テープファスナの全体が瞬時に無意識に係合解除されるという問題をなくすため
に、軟性ベースパネル部材と、ベースパネル部材の内側表面にボンドされた少なくとも２
つの比較的剛性のファスニングパネル部材とを含む。
【０００５】
　米国特許第６，５７５，９５３Ｂ号明細書には、検査の目的で物品の内部への容易な接
近を提供しつつ、よいフィット性を与えることを目的とした吸収胴体とファスニングシス
テムとを有する使い捨て吸収物品が記載されている。吸収物品のファスナは、ヒンジ領域
を含むファスニングコンポーネントを形成する別個のフックパッチを含む。
【０００６】
　欧州特許第０　１１３　４６４Ｂ号明細書には、中間領域、接着領域およびフィンガー
リフト部分を含むおむつに提供されたウエストバンドが開示されている。中間部分か接着
部分のいずれか、またはその両方に交差方向にスリットが入れられていて、これらの部分
が互いに独立して機能できるようになっている。
【０００７】
　米国特許公開第２００２／００１６５８１号明細書には、フックファスニング要素を有
するファスニングシステムが開示されている。ファスニング要素は、物品に部分的に結合
したアタッチ部分、アタッチ部分から延在している少なくとも１つのリフト可能な部分、
および耐荷重の主たる方向に対して９０°未満の角度で配置された少なくとも１つのヒン
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ジラインを含む。ヒンジラインが間に配置されていて、アタッチ部分とリフト可能な部分
とを分離している。
【０００８】
　国際公開第９６／１９１７４号パンフレットには、メーカーのボンド端部と、メカニカ
ルファスナコンポーネントを含み、少なくとも１．５：１の係合解除比を有するよう構成
された使用者の端部とを含むファスニングタブが記載されている。使用者の端部は多葉で
あってもよいし、メカニカルファスナコンポーネントにおいてシアーチャネルを画定して
いてもよい。
【０００９】
　曲げ性能の改善された、雄ファスニング手段のストリップ、該ストリップから切断され
る雄ファスニング手段のパッチ、特に、フックストリップのパッチを提供することが望ま
れている。ファスニングパッチは、従来の切断パッチよりもさらに可撓性でありながら、
適当に扱い易いと有利である。かかるファスニングパッチを含むファスニングテープタブ
を提供することも望まれている。例えば、ファスニング手段を乳児や成人のおむつ、また
は女性用衛生物品、特に、いわゆる羽つき用途に用いるとき、ファスニングテープタブは
、着用者の着心地を向上させ、着用者の皮膚に赤い跡が付く危険性を減じるために、着用
者の体形および動きに合うことができるものでなければならない。より一般的には、ファ
スニングテープタブは、取り付けられる表面に良好に合うものでなければならない。
【００１０】
　本発明によれば、可撓性が改善され、曲げ抵抗が減少した雄ファスニング手段のパッチ
、およびかかるパッチを切断可能なストリップが提供される。本発明によるパッチは、複
数の雄ファスニング要素、特に、フック要素を含むバッキングを含む。パッチは、雄ファ
スニング手段の細長いストリップ、例えば、フックストリップから切断されるのが好まし
く、その長さに沿って２つの長手方向端部、すなわち、パッチが切断されたストリップの
縦方向に両方とも実質的に延在している２つの端部ラインを有している。交差方向は、平
らなパッチの面において縦方向に垂直な方向と定義される。フックという用語は、対応の
ランディングゾーンと共にフック・アンド・ループファスナを形成するのに好適な全ての
タイプのフックを表す。フックは、マッシュルームタイプのフックをはじめとするあらゆ
る種類の形状を有していてよい。パッチは一体化されており、少なくとも１つの切込みを
含む。ここで用いる「一体化」という用語は、パッチがワンピースを形成する、すなわち
、切込みが完全には貫通していないことを意味する。ここで、切込みという用語は、ナイ
フやはさみで作製した切込みのような切込みを作製した基材（例えば、ストリップ）から
材料が除去されていない切込み、また、基材へ切込みが切込まれるときに、基材から材料
が除去される切込みの両方を表す。以下では、後者の切込みは切取り部と呼ばれる。
【００１１】
　該少なくとも１つの切込みは、パッチの全幅にわたって延在しないが、パッチの交差方
向にわたって材料の少なくとも１つの無傷のランドを残す。このように、縦方向のパッチ
の部分は未切断である。切込みは、パッチの一端部または両端部ラインに沿って延在して
いてもよい。少なくとも１つの切込みが、パッチの交差方向に実質的に延在しているのが
好ましい。しかしながら、切込みはまた、交差方向と縦方向との間の方向にも延在させる
ことができる。パッチの端部ラインの一方を通して延在する切込みは、他方の端部ライン
を通して延在する、例えば、パッチの中心の同じスポットを向いた交差方向に延在する切
込みと並んでいてもよいが、２つの端部ラインに沿って縦方向に交互に配置させてもよい
。２つの端部ラインを通って延在する切込みは、それぞれ、パッチの中心に向かうそれぞ
れの端部ラインから同じまたは異なる長さを有することができる。一方の側と他方の側か
らの切込みが、同じスポットを向いておらず、交互になっている、すなわち、ファスニン
グパッチの縦方向にずれているときに、異なる切込み長さの選択も存在する。さらに、切
込みはまた、縦方向と交差方向との間で角度をなして延在させてもよい。
【００１２】
　未切断材料のランドは、ストリップの長手方向（縦方向）に延在する無傷の材料のブリ
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ッジを提供するのが好ましい。無傷の材料の残りの狭いブリッジの幅は、可撓性は増大さ
せるが、パッチへとそれを切断する前にストリップに十分な強度を与えて、ストリップの
処理および変形を可能とするように選択しなければならない。残りのブリッジの幅は、好
ましくは約１０ｍｍ未満、より好ましくは約５ｍｍ未満、より好ましくは約３ｍｍ未満で
あるが、幅はいずれの場合も０ｍｍを超える、好ましくは少なくとも１ｍｍである。切込
みがストリップの両端部ラインを切り裂く場合には、残りのランドは、ストリップの長手
方向に並んでいなくてもよい。残りのランドは、曲線のブリッジを、例えば、ストリップ
の長手方向に略延在する無傷の材料の連続しているが曲線の経路を形成してもよい。
【００１３】
　縦方向の同じ端部の切込み間の距離は、約７０ｍｍ未満、より好ましくは約１５ｍｍ未
満、さらにより好ましくは約７ｍｍ未満とすることができる。距離は好ましくは少なくと
も２ｍｍ、より好ましくは少なくとも４ｍｍ、さらにより好ましくは少なくとも５ｍｍで
ある。
【００１４】
　切込みはまた、２つ以上の無傷の細いブリッジがパッチの交差方向にわたって提供され
るやり方で設計することもできる。幅広のストリップおよび大きなパッチを用いるとき、
これは好ましい。
【００１５】
　本発明による切込みは、例えば、回転ナイフ、レーザーカット、穿孔またはその他技術
を用いて、ストリップに切断されてもよい。かかる切込みは、任意の形状を有し、例えば
、三角、矩形、楕円、曲線、Ｔ形としたり、不規則形状を有することもできる。
【００１６】
　パッチが切断される細長いストリップの長手方向端部は、互いに平行な直線端部ライン
である必要はない。また、波形端部ラインのような不規則または規則パターンの端部ライ
ンをこの目的で用いることもできる。ストリップの各側に波形端部ラインを備えたストリ
ップは、少なくとも２つのストリップが、一方のストリップの波形端部ラインが他方のス
トリップの波形端部ラインに、例えば、入れ子構成で対応するように、互いに近接するス
トックロールから切断されるという点で、固有の廃棄物が最小で、ストックロールから切
断できるのが好ましい。かかるストリップは、様々な用途に用いることができる。波形端
部ストリップへさらに切込みを追加すると、ストリップの可撓性がさらに増大する。端部
の波の振幅および周波数に係らず、ブリッジを形成するストリップ材料のまだ無傷の中心
が、必要な強度を縦方向に分配し、高振幅および周波数の波形端部を有するストリップは
、材料の狭幅ピースがその端部ラインに沿って切込みを入れられるストリップと同様に作
用する。波形切断端部ラインの代わりにまた、三角形、鋸刃状、矩形または略曲線の特徴
を備えたストリップ端部など同じまたは同様のやり方で作用するその他の好適な端部形状
を提供してもよい。
【００１７】
　本発明による切込みはまた、ファスニングストリップおよびパッチに切取り部の形態で
提供されてもよい。かかる切取り部は、ストリップまたはパッチに切込みを入れることに
より、例えば、材料の狭幅ピースをダイカットすることにより得られる。切取り部は、フ
ァスニングストリップおよびパッチの曲げ性能を増大するのに好適な三角形、矩形、楕円
形、正弦、略曲線または任意のその他形状を有していてよい。
【００１８】
　本発明は、製造業者の端部（第１の端部ともいう）と使用者の端部（第２の端部ともい
う）を有するファスニングテープタブをさらに提供する。本発明のファスニングテープタ
ブは、使用者の端部の領域のその主面の１つに、本発明による少なくとも１つのファスニ
ングパッチを有する支持層を含む。パッチは、テープタブの製造業者の端部に対向する近
位端と、テープタブの使用者の端部に対向する遠位端とを有する。ファスニングテープタ
ブの支持層は、ファスニングパッチの少なくとも切込みの位置で連続していてもよい。切
込みはまた、特に、少なくとも１つの切込みがパッチの近位端の端部ラインを通して延在
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していて、少なくとも１つの切込みがパッチの遠位端の端部ラインを通して延在している
場合には、支持層とパッチの両方を通して延在していてもよい。
【００１９】
　さらに、ファスニングパッチが切断される雄ファスニング手段のストリップおよび本発
明のかかるストリップおよびパッチを製造する方法、並びに、ファスニングテープタブの
製造方法が提供される。
【００２０】
　本発明において出発材料として用いることのできるフックストリップは、当業者に公知
である。本発明に用いるフックストリップは、例えば、米国特許第４，８９４，０６０号
明細書、米国特許公開第２００４／０１１１８４４号明細書、米国特許公開第２００３／
０１４５４４０号明細書、米国特許公開第２００３／０１８２７７６号明細書および米国
特許公開第２００４／００６８８４８号明細書に記載されている。フックヘッドのないス
テムウェブをはじめとするフックウェブについての一般的な背景情報は、例えば、米国特
許第５，０７７，８７０号明細書、米国特許第５，６０７，６３５号明細書、米国特許第
５，６７９，３０２号明細書、米国特許第６，１３２，６６０号明細書、米国特許第６，
０５４，０９１号明細書、米国特許第６，０３９，９１１号明細書、米国特許第６，００
０，１０６号明細書、米国特許第５，８７９，６０４号明細書、米国特許第５，８６８，
９８７号明細書、米国特許第５８４５３７８５号明細書、米国特許第５，８４５，３７５
号明細書、米国特許第６，６３５，２１２号明細書、米国特許第６，５５８，６０２号明
細書にある。本発明において出発材料として用いてよいフックストリップは、例えば、米
国、セントポールの３Ｍカンパニー（３Ｍ　Ｃｏｍｐａｎｙ，Ｓｔ．　Ｐａｕｌ，ＵＳＡ
）より入手可能なＣＳ－６００またはＣＳ－１０１０という商品名で市販されている。
【００２１】
　本発明のファスニングテープタブは、乳児や成人のおむつまたは女性用衛生物品に用い
てよい。しかしながら、本発明はパーソナルケア物品に限定されず、ファスニングパッチ
またはファスニングテープタブが、フックパッチが取り付けられる物品の動きに容易に合
うことが重要な他の産業用途に用いてもよい。かかる用途には、例えば、室内装飾、車お
よび飛行機産業またはその他テキスタイル用途がある。
【００２２】
　本発明のファスニングパッチは、切込みのために、パッチの剛性が減じ、パッチが提供
されるファスニングテープタブの可撓性が高くなるという特有の利点を与える。パッチが
切断されるストリップとパッチが一体化されているため、縦方向に変形するだけの十分な
強度が提供される。切込みのあるファスニングパッチにより曲げ力が減じるため、ファス
ニングテープタブは、パッチが取り付けられる物品の形状または動きに、例えば、おむつ
の使用者の動きに良好に合う。従って、着用者の着心地が向上し、着用者の皮膚に赤い跡
が付く危険性が減じる。曲げ易くなるため、フックとループコンポーネントがより同時に
動くことができ、パッチのフックが、その係合表面から、例えば、ループ表面から係合解
除される危険性も減少する。ファスニングテープタブの幅が、そしてパッチの幅が大きく
なればなるほど、この利点は大幅に増大する。さらに、本発明のパッチにより、パッチの
面における可撓性も、該面における曲げに対するその抵抗が低いため、増大する。
【００２３】
　本発明を図面を参照して以下により詳細に説明する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　図１（ａ）は、本発明の実施形態による、例えば、おむつに用いるファスニングテープ
タブ１０を示す。ファスニングテープタブ１０は、製造業者の端部１１と使用者の端部１
２とを有する。ファスニングテープタブ１０は、基材または支持層１と、本発明による雄
ファスニング手段、好ましくはフック手段の少なくとも１つの予備切断パッチ２とを含む
。予備切断パッチ２は、支持層の使用者の端部１２の主面に配置されている。パッチ２は
、テープタブ１０の製造業者の端部１１に対向する近位端と、テープタブ１０の使用者の
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端部１２に対向する遠位端とを有する。端部ライン２１は、パッチ２の近位端に位置して
おり、端部ライン２２はパッチ２の遠位端に位置している。ファスニングテープタブ１０
は幅３０を有しており、フィンガーリフト部分５をさらに含む。
【００２５】
　予備切断パッチ２は、フックストリップから切断されるのが好ましく、少なくとも１つ
の切込み３を含む。支持層１は、不織または織テキスタイルウェブまたは薄い可撓性ポリ
オレフィンバッキングから構成されているのが好ましい。本発明の切込みのある、または
予備切断ファスニングパッチ２は、接着剤、超音波溶接、熱カレンダ加工、ステッチング
またはその他好適な技術を用いることにより、支持層１に取り付けてもよい。
【００２６】
　図１（ａ）に、本発明による予備切断フックストリップの好ましい実施形態の概略を示
す。図１（ａ）に示すフックストリップ２は、パッチ２の交差方向に両端部ライン２１、
２２を通して延在する６つの切込み３を含む。両端部ラインから延在する３つの切込み３
はそれぞれ並んでおり、同じ長さを有する。しかしながら、２つの端部ラインにある切込
みはまた、異なる長さを有していてもよい。それぞれ両端部ラインから延在する切込み３
は、パッチ２の交差方向の中心にある無傷のブリッジ４を残す。切込みが両端部ラインに
異なる長さを有する場合には、ブリッジは中心にない。無傷のブリッジ４は１０ｍｍ未満
、好ましくは５ｍｍ未満、より好ましくは３ｍｍ未満の幅を有する。しかしながら、ブリ
ッジ４の幅は、いずれの場合も０ｍｍを超え、そこから切断されるパッチおよびストリッ
プを処理可能とするために、好ましくは少なくとも１ｍｍでなければならない。縦方向に
続く切込み３間の距離ｄは、７０ｍｍ未満、好ましくは１５ｍｍ未満、より好ましくは７
ｍｍ未満、好ましくは少なくとも２ｍｍ、または少なくとも４ｍｍである。後の切込み３
間の距離ｄは、図１に示すとおり、等しくても、異なっていてもよい。
【００２７】
　図１（ｅ）に、図１（ａ）に示すＡ－Ａ線に沿った図１（ａ）のファスニングテープタ
ブ１０の概略断面図を示す。切込み３は、フックパッチ２を通して延在しているが、支持
層１は通っていない。材料を除去せずに切断することにより得られた切込み３は、分かり
やすくするために、図１（ｅ）では縮尺は合っていない。
【００２８】
　図１（ｂ）に、切込み３の配置のさらなる実施形態を示す。本実施形態において、パッ
チ２の両端部ラインに配置された切込み３は、互いに並んでおらず、交互の配置である。
図１（ｂ）に示す実施形態において、パッチの縦方向に残った無傷の直線のブリッジはな
いが、ストリップの連続経路を形成する無傷の曲線ブリッジが存在する。処理に必要な安
定性は、切込み３の交互の配置のために維持される。
【００２９】
　図１（ｃ）に示す実施形態において、切込み３はパッチ２の端部ラインの１つを通して
延在せず、パッチ２の中心にあって、パッチ２の両端部ラインに沿って２つの無傷のブリ
ッジ４および４’を残す。
【００３０】
　図１（ｄ）に示す実施形態は、パッチの遠位端に非直線の端部ライン２２を有する本発
明によるパッチ２を含むファスニングテープタブ１０を示す。切込み３は図１（ａ）に示
すとおり並んでいる。図１（ｄ）に示す実施形態において、フィンガーリフト領域はファ
スニングテープタブの使用者の端部１２に提供されていないが、パッチ２はファスニング
テープタブの使用者の端部１２に延在している。使用者がファスニングテープタブをリフ
トできるよう、フックまたは潰れたフックのない領域を、パッチ２の外側部分５’に提供
して、不快にせず、使用者の端部１２を握れるようにする。
【００３１】
　図２に、本発明のパッチ２の切込み３の変形配置を示す。本実施形態において、切込み
３は、幅３１を有するパッチ２の１つの端部ライン２１から延在しているだけである。切
込み３は、パッチ２の端部ライン２１に垂直には延在しておらず、パッチ２の交差方向に
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対してある角度で傾斜している。角度は１０度から８０度の範囲、好ましくは３０度から
６０度、最も好ましくは約４５度である。本実施形態において、無傷のブリッジ４は、切
込み３が延在する端部ライン２１の反対に位置する端部ライン２２に沿って配置されてい
る。
【００３２】
　図３に、本発明の変形実施形態を示す。この変形実施形態によれば、本発明のパッチ２
に提供された切込み３’は、パッチ２の一方か両端部ラインのいずれかに形成された切取
り部として形成される。かかる切取り部は、ストリップから材料に切込みを入れることに
より形成することができる。切取り部を形成する他のやり方は、切込みのあるストリップ
を縦方向に伸張して、ストリップに切込みを入れる位置に切取り部が形成されるようにす
るものである。
【００３３】
　本実施形態において、少なくとも１つの端部ラインまたは両端部ラインが波形端部パタ
ーン、例えば、正弦端部パターンを有するようなやり方で波形端部ナイフにより切断され
るフックストリップを用いる。フックストリップの両側は、異なる波形端部幾何形状、例
えば、異なる周波数の正弦曲線を有していてもよい。図示されたものの隣の相補フックス
トリップはまた、相補波形端部を備えた機能するものでもあるので、廃棄物を出すことな
く切断が実施される。この場合、材料は除去されない。波形端部は、フックストリップの
狭い中心部が尚そのままで、ブリッジ４を残すような形状とする。このように、提供され
る合計のフック領域は、曲げ力に主に寄与する狭い中心部に比べて非常に大きい。
【００３４】
　波形端部の形状を、様々なやり方、例えば、周波数や振幅で数学的に変更するばかりで
なく、曲線の形状も、例えば、矩形など、異なっていてもよい。矩形形状であると、振幅
が、切取り部の深さを決め、周波数が、切取り部の頻度、または切取り部間の距離を決め
る。
【００３５】
　図３に、両側に大きな波形端部フックウィング６を備えた中心にそのまま残ったフック
ストリップを示す。無傷のブリッジ４が、パッチに十分な強度を与える。
【００３６】
　図３に示すフックパッチについては、同じサイズの直線端部を有するパッチに比べて曲
げ力は減少する。図３に示す実施例において、無傷のブリッジ４の面積対パッチ２の合計
面積の比率は僅か約２３％である。すなわち、パッチ２の面積の僅か２３％が、パッチ２
の曲げに寄与し、一方、パッチ２の合計面積はパッチ２のファスニング性能に寄与する。
パッチ２の全面積は、相補ファスニング手段、例えば、取り付けることのできる本発明の
ファスニングパッチの片方を形成するループ表面と係合可能なファスニング手段を含むか
らである。すなわち、合計面積の７７％は、ファスニングタブの曲げ性能に主に寄与する
無傷のブリッジ４の外側にある。直線端部を有し、切込みのないパッチの場合には、上記
比率は１００％である。すなわち、ファスニング性能に寄与する全面積がパッチの曲げに
も寄与する。無傷のブリッジの面積対パッチの合計面積の比率は、好ましくは５０％未満
、好ましくは４０％未満、より好ましくは３０％未満、さらに２０％未満である。
【００３７】
　正弦波は、さらに変化させて、矩形幾何形状にすることができる。本発明のさらなる実
施形態において、切込みは、フックストリップの片側または両側に提供される三角形の切
取り部の形態で提供することができる。
【００３８】
　本発明によるパッチは、乳児または大人のおむつのフック封止コンポーネントとして用
いることができる。これまでのものでは、曲げていないおむつの面に垂直な方向を指し示
すベクトルで動かすと、おむつの使用者からのパッチの力がかかって、パッチが曲がる。
かかる力は、使用者の、特に、おむつ着用時は身体の動きによって生じる場合もある。曲
げ力は、本発明による切込みのあるパッチにより減少する。このように、ファスニングテ
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ープタブは、おむつの使用者の動きにより良好に合って、着用者の着心地を向上させ、赤
い跡をあまり付けない。曲げ易くなるため、フックとループコンポーネントがより同時に
動くことができるため、おむつのループ表面からフックが係合解除される危険性も減少す
る。ファスニングテープタブ、そしてパッチの幅が大きくなればなるほど、この利点は大
幅に増大する。本発明の予備切断フックパッチはまた、幅広の大きな弾性または非弾性お
むつの羽、例えば、プルアップおむつまたはコンバーティブルにも用いることができる。
【００３９】
　本発明の切込みのあるファスニングパッチは、女性用物品にも用いることができる。特
許文献には、アタッチメントシステムとして用いられる様々なフック封止システムが記載
されている。これらの非常に大きなフックストリップは、パンティーライナーの曲げ剛性
に寄与する。しかしながら、この実際の用途においては、最終物品の可撓性が大きいこと
が重要である。切込みのあるフックパッチは、曲げないときのその面に垂直な方向のパン
ティーライナーの可撓性を大きくして、パンティーライナーがより良く身体の形状に合う
。
【００４０】
　さらに、本発明は、おむつや女性用衛生物品などのパーソナルケア物品に限定されず、
フックパッチまたはファスナテープタブが、フックパッチが取り付けられる物品の動きに
合うことが重要な他の産業用途に用いてもよい。用途には、例えば、室内装飾、車、特に
、車のルーフライナ、飛行機産業またはその他テキスタイル用途がある。
【００４１】
　特に、切込みが片側端部のみから延在していて、無傷の材料が対向端部に直接ある場合
には、無傷の材料の側部に向かってストリップの面を折り畳んだりしわを寄せることなく
、本発明の雄ファスニング手段の切込みのあるストリップを容易に曲げることができる。
曲げる際、切込み３または切取り部３’が、特に、かかる切込みまたは切取り部が延在す
る側端で広がる。例えば、接着剤がコートされた切込みのあるフックストリップだと、フ
ックストリップを物品に接合して、折り畳んだりしわを寄せずに、フックストリップを片
側に曲げることが可能であることが分かった。より長いフックストリップを非衛生市場で
用いる曲線用途においては、この傾向は特に有利である。
【００４２】
　以下に、フックパッチおよびストリップの例を説明する。例示のフックストリップは、
米国、セントポールの３Ｍカンパニー（３Ｍ　Ｃｏｍｐａｎｙ，Ｓｔ．　Ｐａｕｌ，ＵＳ
Ａ）より入手可能な標準的な市販の製品を用いて製造した。特に、幅１５ｍｍの商品名Ｃ
Ｓ－６００（フック１）および幅２５ｍｍのＣＳ－１０１０（フック２）を備えたフック
ストリップを用いた。ＣＳ－６００フックの坪量は１０８ｇ／ｍ2、フック密度は２４８
フック／ｃｍ2、バッキングのキャリパは１０９μｍ、フックウェブの合計キャリパは３
９０μｍである。ＣＳ－１０１０フックの坪量は１６２ｇ／ｍ2、フック密度は８１フッ
ク／ｃｍ2、バッキングのキャリパは１７３μｍ、フックウェブの合計キャリパは６５８
μｍである。さらに、ドイツ、ホルツガーリンゲンのゴットリーフバインダー社（Ｇｏｔ
ｔｌｉｅｂ　Ｂｉｎｄｅｒ　Ｇｍｂｈ＆Ｃｏ．，Ｈｏｌｚｇｅｒｌｉｎｇｅｎ，Ｇｅｒｍ
ａｎｙ）より市販されているバインダーフック（フック３）を用いた。バインダーフック
の坪量は１９４ｇ／ｍ2、フック密度は２９４フック／ｃｍ2、バッキングのキャリパは１
８７μｍ、フックウェブの合計キャリパは４６３μｍである。フック密度およびキャリパ
は、日本の株式会社ミツトヨ（Ｍｉｔｏｔｏｙｏ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ，Ｊａｐａｎ
）よりＴＭ－５００測定顕微鏡（ＴＭ－５００　Ｍｅａｓｕｒｉｎｇ　Ｍｉｃｒｏｓｃｏ
ｐｅ）という商品名で入手可能な顕微鏡を用いて測定した。
【００４３】
　可撓性の尺度としての曲げ長さは、ＥＤＡＮＡ推奨の試験方法ＥＲＴ５０．５－９９に
従って測定した。ＥＤＡＮＡは、ベルギー、ブリュッセルにある「欧州使い捨て不織協会
（Ｅｕｒｏｐｅａｎ　Ｄｉｓｐｏｓａｂｌｅｓ　Ａｎｄ　Ｎｏｎｗｏｖｅｎｓ　Ａｓｓｏ
ｃｉａｔｉｏｎ）」の略称である。この試験方法では、布帛の矩形ストリップを、ストリ
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ップの長軸をプラットフォームの長軸と平行にして、水平プラットフォームに支持させる
。ストリップを、その長さ方向に進め、増加部がその自身の重量で突き出して下に曲がる
ようにする。試験片の前端部がプラットフォームの端部を通過する面に達して、水平より
４１．５°下の角度で傾斜すると、突き出した長さは、試験片の曲げ長さの２倍に等しく
なって、曲げ長さを計算することができる。
【００４４】
　幅５ｍｍの無傷の中心にしたブリッジで５ｍｍの距離で縦方向に切込みが配置されるよ
うに切断された上述の非接着剤コートのフックストリップについてのこの試験の結果を表
１に示す。
【００４５】
【表１】

【００４６】
　幅３ｍｍの無傷の中心にしたブリッジで１０ｍｍの距離で縦方向に切込みが配置される
ように切断された非接着剤コートのフックストリップについてのこの試験の結果を表２に
示す。
【００４７】

【表２】

【００４８】
　表１および２から明らかに分かるとおり、試験したストリップを本発明に従って切込み
を入れると、曲げ長さは大幅に減少する。
【００４９】
　本発明を特定の例示的実施形態を参照して説明および例示してきたが、本発明はこれら
例示的実施形態に限定されるものではない。当業者であれば、添付の特許請求の範囲によ
り規定される本発明の範囲から逸脱することなく変形および変更を行えることは分かるで
あろう。
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【図面の簡単な説明】
【００５０】
【図１（ａ）】本発明によるパッチに提供される切込みの好ましい配置の本発明によるフ
ァスニングテープタブの概略を示す。
【図１（ｂ）】本発明によるパッチに提供される切込みの好ましい配置の本発明によるフ
ァスニングテープタブの概略を示す。
【図１（ｃ）】本発明によるパッチに提供される切込みの好ましい配置の本発明によるフ
ァスニングテープタブの概略を示す。
【図１（ｄ）】本発明によるパッチに提供される切込みの好ましい配置の本発明によるフ
ァスニングテープタブの概略を示す。
【図１（ｅ）】本発明によるパッチに提供される切込みの好ましい配置の本発明によるフ
ァスニングテープタブの概略を示す。
【図２】本発明による切込みのさらなる配置を示す。
【図３】切取り部の形態の切込みを含む本発明によるパッチの実施形態を示す。

【図１ａ】

【図１ｂ】

【図１ｃ】

【図１ｄ】
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【図２】

【図３】
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